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伝統文化こども教室の予算の組み方 

 

① 文化庁の補助金でなにが対象になるかを確認しましょう。 

下記はよく使う経費です。詳細は別紙「経費（例）一覧」をご覧ください。 

対象とならないものは参加者が負担するまたは教室が負担することになります。一般的には参加

者から参加費や花代を徴収します。 

補助金の対象となるもの ・指導者謝金、教室運営の協力謝金（資料作成、花材運搬、道具

運搬、写真撮影など） 

・指導者や協力者への交通費※ 

・会場費、会場エアコン代 

・指導者の花代 

・花器、鋏、剣山、テキスト（教室の備品に限る） 

・備品（文房具、ごみ袋、消毒用アルコールなど） 

・チラシ作成費用（デザイン料、チラシコピー代） 

・写真プリント代、プリンターインク代 

・参加者への案内送付や本部への書類提出の際の通信費 

補助金の対象とならないもの ・参加者が持ち帰るもの（花代、いけばなノート、テキスト、花

器、鋏、剣山など） 

・おやつ代 

※交通費は公共交通機関を使った場合です。やむを得ない理由で車を使う場合は会員支援課までご

連絡ください。 

 

② 補助金の上限を確認しましょう。 

子供の参加人数によって補助金の上限額が変わります。 

最終的な報告書を提出する段階で参加人数が第一次審査、第二次審査の人数を下回った場合は、

子供の人数により補助金の額が減額されます。 

参加人数 補助金上限額 

10 人～19 人 30 万円 

20 人～29 人 35 万円 

30 人～39 人 40 万円 

40 人～49 人 45 万円 

50 人以上 50 万円 

 

③ 補助金を上手に使って教室の負担がないように予算を組みましょう。 

裏面の教室負担ゼロで運営している経費の内訳を参考にしてみてください。 
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第一次審査本部提出用の書類の記入例 

 

第二次審査では教室実施にかかる経費の詳しい内訳を提出します。 

第一次審査の書類では大まかなそれぞれの経費の金額を足して、教室運営にかかる合計金額の概

算、その内、参加者から徴収する金額、文化庁に補助金として申請する金額を記入してください。 

 

 

 


